
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新旧役員ご挨拶 

当青年部会では、本年４月、任期満了に伴う役員改選を行い、新体制がスタートいたしました。改選に

伴い退任された役員の方々には、長きに亘り部会運営にご尽力をいただきましたこと、心より感謝申し上

げます。 

 

部会員の皆様へ、二年間大変お世話になりました。 

去る、４月１２日の幹事会をもちまして群馬県トラック協会青年部会の部会長という

大役を退任することとなりました。在任期間中は部会員の皆様並びに幹事の皆様には大

変お世話になり、なんとか職務を全うすることができました。ありがとうございました。 

私は上に立つようなタイプではないので、正直、部会長挨拶や幹事会の議事進行など

これでいいのかと自問自答の毎日でしたが、今思うことは周りの皆様に支えていただいていたなと実感し

ております。 

青年部会の活動を通じて、普段の何気ない会話の中から仕事や事故防止などのいろいろな情報が聞けて、

自分の会社ももっと頑張らないと、自分の会社も真似しようという刺激を貰えたり、また、仲間の何気な

い一言で心救われることもあり、お互い切磋琢磨し合い、実は助け合っているのかと感じました。 

幹事としては終わりますが、引き続き、青年部会員であることは変わりません。今後ともよろしくお願

いいたします。 

結びに、１１代目磯野部会長を盛り上げていただき、青年部会の益々のご活躍をお祈り申し上げます。 

（相談役 前橋支部 堀越泰毅） 

 

皆様こんにちは。この度一般社団法人群馬県トラック協会青年部会長を仰せつかりま

した館林支部、磯野運送株式会社の磯野哲也と申します。日頃より青年部会活動にご理

解とご協力を頂いておりますことをこの場をお借りいたしまして厚く御礼申し上げま

す。 

さて、私たちの業界を取り巻く環境は依然厳しく、社業においては労働環境改善への

対策や人手不足等によって日々難しい舵取りを課せられております。私たち青年部会では、今後も常に発

生し変化し続ける問題の解決策と成り得る様な学びの場を企画、運営していきたいと考えております。 

また、青年部会宣言文にある「互いに刺激しあい、協力しあえる人間関係をつくる」、つまりは、「本気

で付きあえる仲間をつくる」をモットーにして、部会員の絆の輪を広げていきたいと思っております。 

最後になりますが、部会員同士が更に強固な「ヒューマンネットワーク」を築ける場となるように活動

していく所存でございますので、今後とも皆様のお力添えを頂けますよう宜しくお願い致します。 

（部会長 館林支部 磯野哲也） 
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幹事として２年間、副部会長として４年間

つとめさせていただきました。この合計６年

の間、素晴らしい経験をさせていただくとと

もに何でも話せる仲間をつくることができま

した。これは私のこれからの人生でかけがいのない宝物になる

と思います。志高い仲間との出会いに感謝し、皆さんの更なる

ご活躍を期待しています。本当にありがとうございました！ 

（直前副部会長 渋川支部 佐藤宏） 

今年度より副部会長を仰せつかりました甘

楽富岡支部ダイカツ運送株式会社の大河原守

行と申します。昨年度の堀越年度では総務委

員長として皆様にご協力とご尽力を賜りまし

たが、本年からの磯野年度ではより一層皆様の力を賜り磯野

部会長を担ぎ上げたいと思います。皆様、よろしくお願い申

し上げます。   （副部会長 甘楽富岡支部 大河原守行） 

お世話になっております。前橋支部幹事の

上田です。今年度も、副部会長という大役を仰

せつかりました。チカラ不足だとは思います

が、磯野部会長の足を引っ張らないよう、頑張 

ります。よろしくお願いします。 

（副部会長 前橋支部 上田賢） 

本年度より、副部会長を仰せつかりました。

微力ではございますが、部会員の皆様が参加し

たくなる場を提供し、「絆」を深めていきたい

と思います。宜しくお願い致します。 

（副部会長 佐波伊勢崎支部 金田知浩） 

今年度より副部会長を仰せつかりました、

沼田支部の髙橋と申します。また、今期より研

修委員会の担当役員として皆様が興味を持っ

て参加して頂けるような研修を企画して行き

たいと思います。部会員の皆様と共に協力し合い、魅力ある青

年部会にしていきたいと思いますので、どうぞ宜しくお願いい

たします。       （副部会長 沼田支部 髙橋利光） 

前期は、沢山の部会員の皆様にご協力を頂

き大変お世話様になりました。今期も皆様の

ご協力を頂き、価値ある部会活動ができるよ

う頑張りたいと思います。宜しくお願い致し 

ます。   （幹事 前橋支部 川井基義） 

多くの幹事の仲間に支えられ、充実した４

年間を過ごすことができました。 

皆さん、長い間どうもありがとうございま

した。 （直前幹事 大間々支部 小堀孝之） 

引き続き２期目の幹事を仰せつかりまし

た。今期から広報委員会に変わるということ

で、未経験なことが増えますが、しっかりと戦

力になれるように務めて参りたいと思います 

ので、よろしくお願い申し上げます。 

（幹事 大間々支部 坂口裕昭） 

今年度より幹事を務めさせて頂いておりま

す。各活動において諸先輩には迷惑ばかりか

けてしまいますが、何卒ご指導ご鞭撻の程お

願い申し上げます。 

（幹事 大間々支部 天沼克彦） 

このたびは、幹事再任となりました。前年

度は、不慣れな私も皆様のおかげで無事に広

報委員長を務めることができました。引続き

幹事を仰せつかりましたので、また部会活動

等、頑張って参りたいと思います。皆様、よろしくお願い致

します。          （幹事 桐生支部 吉田武士） 

幹事、２期目となりました。前期は、幹事会

及び行事への参加が出来ず部会長を初め幹事

の皆様には、ご迷惑を掛けてしまいました。今

期は、幹事会及び行事に積極的に参加し各支

部の皆様との「絆」を深めていきたいので宜しくお願いします。 

（幹事 桐生支部 羽田野文也） 

今年度も幹事を仰せつかりました。部会員

の皆様と共に親睦を深め、より良い部会にし

たいと思っております。総務委員として精一

杯、尽力させていただきます。 

（幹事 館林支部 本間美儀男） 



今年度より、幹事を務めさせていただくこ

ととなりました。未熟者ですが、少しでも部会

のお役に立てるよう努力いたしますので、宜

しくお願いいたします。 

（幹事 館林支部 小曽根利晃） 

今期は渉外委員会の委員長を仰せつかりま

した。昨年以上に青年部活動がより魅力的な 

ものになるよう精一杯務めさせて頂きますの

で、よろしくお願い致します。 

（幹事 太田支部 滝澤将司） 

引き続き幹事を仰せつかりました。２年間、

宜しくお願いいたします。青年部会は、同世代

の部会員と出会え、ともに学べる楽しい部会

です。部会員の皆様、絆を深めましょう。 

（幹事 太田支部 木村公二） 

昨年度は、大変お世話になりました。今年

度は、総務委員長という大役を仰せつかりま

したが、まだまだ未熟でございますので委員

会の皆様、部会員の皆様のご協力、ご鞭撻を

頂きながら、邁進してまいりますので何卒よろしくお願い申

し上げます。        （幹事 大泉支部 川島和幸） 

前期は広報委員会として活動させて頂きま

した。有意義に過ごすことが出来、情報交換等

を通じて勉強もさせて頂きました。今期も幹

事を仰せつかり、総務委員としての活動にな

ります。長年幹事をやらせて頂いておりますが、もっと部会員

様の参加が得られるよう微力ながら 頑張りたいと思います。 

（幹事 大泉支部 井戸口肇） 

長年にわたり幹事を担わせていただきまし

た。皆様のご協力のもと、様々な経験をさせ

ていただき、とても有意義な時間を過ごすこ

とができました。部会員の皆様におかれまし

ては、これからも良い仲間づくりをしていただきたいと思いま

す。今までありがとうございました。 

 （直前幹事 佐波伊勢崎支部 千吉良薫） 

本年度より初めて幹事を務めさせて頂くこ

とになりました。部会員の皆様とより良い交

流を深めながら発展した活動を心掛けてまい

りますので宜しく御願い致します。 

（幹事 佐波伊勢崎支部 箱田直希） 

本年度も引き続き幹事を務めさせていただ

くこととなりました。なるべく多くの部会活

動に参加できるよう頑張りますので宜しくお

願いいたします。 

（幹事 多野藤岡支部 浜名龍） 

今年度、新体制のもと、引き続き幹事を務

めさせていただくこととなりました。皆さん

と一緒にコミュニケーションをとりながら、

有意義な活動を行っていきたいと思います。 

宜しくお願いいたします。 

（幹事 多野藤岡支部 水井悟） 

本年度より新体制のもと、様々な行事を

企画し、部会員の皆様と一緒に充実した部

会活動が提供出来るように幹事一同で頑張

ります。どうぞ宜しくお願いいたします。 

（幹事 甘楽富岡支部 土屋茂雄） 

２年間幹事を務めさせていただき、貴重な

体験ができました。仕事の都合もあり参加は

あまりできませんでしたが、この体験を今後

に活かせればと思います。ありがとうござい 

ました。（直前幹事 高崎支部 卜部恭平） 

今期より広報委員長という大役を仰せつか

りました。会員の皆様へ魅力的で価値ある情

報を発信して参りますので部会活動へ積極的

にご参加ください。今期も宜しくお願いいた

します。          （幹事 高崎支部 田中悟史） 

今年度より幹事を仰せつかりました。部会

活動を通して地域・社会、そして業界に貢献で

きるよう精一杯頑張りますので宜しくお願い

致します。  （幹事 高崎支部 中澤直希） 

今回も引き続き幹事を仰せつかりました。

今回は、広報委員になりましたので、委員会

の皆と協力し、当青年部会の活動を、少しで

も広く皆様に伝えられればと考えておりま

す。２年間よろしくお願いします。 

（幹事 安中支部 新井規之） 



 

青年部会自体に入会したばかりで何も分か

らない若輩者ですが、皆様から様々な勉強を

させて頂ければと考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

（幹事 安中支部 内田天昇） 

今年度より研修委員長を仰せつかる事とな

りました。新しい取り組みにも挑戦し、仲間

作りの輪をより広げられるよう活動して参り

ますので、皆様ご協力の程、よろしくお願い 

いたします。（幹事 渋川支部 須田直人） 

今年度より、幹事を務めさせていただくこ

とになりました。まだまだ分からないことだ

らけですが、精一杯頑張りますので、どうぞ宜

しくお願いいたします。 

（幹事 渋川支部 嶋田充宏） 

皆様の協力もあり、２期４年間幹事として

無事つとめることが出来ました。様々な経験

をさせていただき、とても有意義な４年間と

なりました。これかも青年部会員として出来

る限り活動に協力していきたいと思いますので、今後ともよろ

しくお願いします。    （直前幹事 吾妻支部 小池宏明） 

今期も引き続き幹事を務めさせていただく

ことになりました。今期より研修委員とな

り、分からない事も多いですが部会員の皆様

が参加したいと思えるような魅力ある研修を

企画できればと思います。幹事だけでなく一般部会員も充実

した活動を行えるよう精一杯協力していきたいと思います。 

（幹事 吾妻支部 安原新） 

今年度より、幹事を拝命致しました。皆様

と有意義な部会活動を行いたいと考えており

ます。若輩故、至らない点も多いかと存じま

すが、ご指導お願い致します。 

（幹事 吾妻支部 岩田悠馬） 

この度幹事を退任する事となりました沼田

支部の脇本と申します。業務の関係上、中々委

員会等に出席できず、皆様に御迷惑をお掛け

しました事をお詫び申し上げます。私は幹事

を退任いたしますが青年部会員としてはお手伝い出来ればと

思っておりますので今後ともよろしくお願いいたします。また

新幹事になった佐藤君には今後の活躍を期待しております。青

年部の益々の発展を期待して挨拶に代えさせていただきます。

大変お世話になりました。 （直前幹事 沼田支部 脇本貢） 

今年度から沼田支部の幹事をさせていただ

くことになりました。１年目なので、右も左

もわからない事だらけなのですが、鋭意、努

力させていただきますのでご指導、ご鞭撻の

ほど、よろしくお願いします。 

（幹事 沼田支部 佐藤翔悟） 

 

第１８回（平成３０年度第１回）群馬県トラックの森づくり事業に参加 

 

 開催日  平成３０年５月２０日（日） 

 場  所   前橋市嶺公園内 群馬県トラックの森 

 参加者  部会員３７名 （総勢２４４名） 

 

当日は天気にも恵まれて、トラ

ックの森づくり事業に相応しい

一日でした。青年部会員やその家

族など、たくさんの方が参加し、

子供たちも額に汗をかきながら、

慣れない鎌を使って私たちと一



 

緒に一生懸命草刈りを行ってい

ました。 

また、子供たちは花の寄せ植え

やお絵かき教室を行われ、自分で

作った鉢植えを親たちに見せて

楽しんでいました。 

普段は顔を合わせることの少

ない仲間たちと一緒に作業を行

い、良い汗を流すことができて、

とても有意義な時間を過ごすこ

とができました。 

トラックの森づくり事業が、今後も継続できるように、自分も含めて多くの部会員の皆様に参加を

していただけるように呼び掛けていきたいと思います。       （前橋支部幹事 川井基義） 

 

 

平成３０年度第１回(公社)全日本トラック協会青年部会全国代表者協議会に参加 

 

 開催日  平成３０年６月１３日（水） 

 場  所   全日本トラック総合会館 

 参加者  当県２名（総勢６４名） 

 

本年度から当青年部会の部会長を仰せつかったことに伴

い、今年度第１回目の公益社団法人全日本トラック協会青年

部会全国代表者協議会に参加してきました。 

はじめに、山本明徹部会長より挨拶があり、本年度の青年部会テーマである、「変革への挑戦～

物流人としての誇りを胸に～｣が宣言されました。 

次に、公益社団法人全日本トラック協会副会長の田中亨氏から、青年部会らしく一生懸命勉強し

て、一生懸命に全国の青年部会の仲間と交流をするようにしてもらいたいとの激励の言葉があり

ました。 

研修会では、公益社団法人全日本トラック協会常務理事の松崎宏則氏より｢トラック運送業界の

現状と課題について｣をテーマに講話をしていただき、特に、働き方改革や標準貨物自動車運送約

款の改正等の業界を取り巻く直近の状況について、大変ためになる有意義なお話を聞かせていた

だきました。 

その後の会議では、部会長を含む役員改選が行われ、関東トラック協会会長でもある東京都トラ

ック協会の結城腎進氏が新しい青年部会長として選任され、新たな体制がスタートしました。 

続く懇親会では、私も含めて本年度より新たに就任した各地の代表者と懇親を深め、交流の場を

満喫させていただきました。 

この度、全国規模の会議と懇親会に参加させていただき、多くの人と交流することで感じたこと

は、地域毎に問題は多少違っていても、根本的な運送事業者としての問題は同じであるということ

です。また、各々が抱える諸課題を解決していくために、青年組織や個々で行っている努力や取り



 

組みについても知ることができました。全国の皆さんも含めて、諸課題の解決に向けて歩むことが

できそうだなと実感できたことが、私にとって有意義でありがたいことでした。 

今後も、こういった会議や研修会等で学んだことを、当青年部会の事業等に還元していきたいと

思います。                             （部会長 磯野哲也） 

 

 

第３０回(公社)全日本トラック協会青年部会関東ブロック大会に参加 

 

 開催日  平成３０年６月２４日～２５日 

 場  所   川越プリンスホテル 

 場  所    武蔵ＯＧＭゴルフクラブ 

 参加者  部会員１９名・他２名（総勢２２５名） 

 

川越プリンスホテルにて開催された、第３０回公益社団法人全

日本トラック協会青年部会関東ブロック大会に参加してきました。 

第一部の研修会においては、国土交通省関東運輸局自動車交通

部長の森髙龍平氏より、コンピューター技術が飛躍的に進む中、

トラック事業でも自動運転などの技術イノベーションが求められ

ている。トラックのみならず、タクシーやバスのモードなどの従

来のサービスに囚われない技術革新が現実的となっている中、青

年経営者の皆様には、勇気を持ってピンチをチャンスに変える物

流事業者としての取組に挑戦していただきたいと激励の言葉を頂

戴しました。 

また、公益社団法人全日本トラック協会常務理事の藤原利雄氏

からも、現在の業界の課題になっている人材不足に関し、優秀な

人材の確保や定着のための支援策などについて、全日本トラック

協会としても応援していきたいとのお話がありました。 

研修会では、人工知能と自動運転のこれからについて、株式会

社デンソーの稲葉一郎氏より、お話をいただき、その後のパネル

ディスカッションでは、講演いただいた稲葉一郎氏の他、株式会

社生活革命の宮沢祐光氏、一般社団法人埼玉県トラック協会部会

長の石井秀之氏、一般社団法人埼玉県トラック協会副部会長の浅

見禄郎氏を加えて、「ＡＩ・ＩｏＴが物流をどう変えるか」をテー 



  

マにディスカッションが行われました。 

特徴的だったのは、①シェアリングサービスが拡大することにより、世界の主要国の乗用車保有台 

数が５３％減になる予測があること。②世界の人口が２０５０年に９５．５億人になる事が予想され

る中で、地球の温度上昇を２℃未満に抑えるためには、新車販売台数の全てを電気自動車（ＰＨＶ＋

ＥＶ）が賄う必要があること。③自動運転車両の輸送業界への影響は、自動運転機能は相当な期間、

高速道路などの特定区間で使われ、ドライバーはその間の負荷を軽減されるという恩恵を与りなが

ら、その区間外では、ドライバーが普通に運転するという形が残るという話でした。つまり、実際に

トラックの自動運転でドライバーが完全に不要になるのは、まだまだ先のことであり、解決するべき

課題も沢山あるとのことでした。 

第二部の交流会では、物流に携わる者として

同様な問題点や悩みを抱える関東の仲間たちと

交流を深めました。 

まだ参加されたことがない部会員のかたは勉

強や他地域との懇親も含めて是非一度、参加し

てみてはいかがでしょうか。 

また、翌日には武蔵ＯＧＭゴルフクラブにお

いて第２５回関東トラック協会青年部会チャリ

ティゴルフ大会が開催され、総勢１１９名３１

組が参加して盛大に行われました。 

前日の関東ブロック大会に引き続きというこ 

ともあり、若干お疲れ気味の方もいらっしゃいま

したが、怪我人や熱中症等の発生もなく、皆でゴル

フを楽しみました。 

ゴルフ大会の成績については、昨年は都県対抗

の団体戦で優勝したものの、今年は残念ながら優

勝を逃してしまいました。 

来年度は我々群馬県が開催県となります。今回

の参加を参考にしながら準備をしっかりと行い、

当日の運営までしっかり頑張っていきたいと思いますの

で、役員だけでなく一般部会員の皆様にもご協力をいた

だき、良い大会を開催できるようにしましょう。 

（太田支部幹事 滝澤将司） 

 



 
前橋支部・交通安全教室「とらっくからしるこうつうあんぜん」を開催 

 

 開催日  平成３０年５月３０日（水） 

 場  所   前橋自動車教習所 

 参加者  部会員１０名 

 

当青年部会では、前橋自動車教習所との共催による

交通安全教室を前橋市立荒牧小の５年生３クラス、約

１００名を対象に開催いたしました。 

１クラスごとに教習所内に設置された５つのコーナ

ーを順に体験してもらう構成となっており、当青年部

会の実施内容は、大型トラックの内輪差・大型トラッ

クの乗車体験とトラックの迫力体験と題しまして教習

所内の２つのコーナーを担当いたしました。 

大型トラックの内輪差のコーナーでは、大型車が交

差点を左折する際の前輪と後輪の軌道の違いを、生徒

さんの目の前で見てもらい、巻き込み事故の危険性と

その防止策について伝えられました。トラックの乗車

体験では、各組の代表１名に大型車の助手席に乗って

もらい、構内コースを一周してもらいました。トラッ

クから降りると生徒さんからは「遠くの景色がよく見

えた。」「下が見えなくて怖かった。」等の感想をいただきました。 

トラックの迫力体験では、構内歩道に生徒さんらが並び、その目の前を４ｔトラックがスピード

を上げて通過するというコーナーです。日常では体験できない程の近距離だったため、風圧と迫力

に圧倒された生徒さんらからは大きな声が上がりました。 

前橋自動車教習所の講師の方々からは、飛び出しの危険性や自転車の右側通行の危険性、安全な

歩道の歩行位置を学び、交通安全全般に関する様々な知識が得られたようです。 

今後も実施内容について再考や改善をしつつ、本活動がより実りあるものに出来るよう尽力し

て参ります。                            （前橋支部 原卓也） 

 

               



 

 

吾妻支部・吾妻支部平成３０年度交通労災事故防止総決起大会に参加 

 

 開催日  平成３０年６月１６日(土) 

 場  所   長野原町山村開発センター 

 参加者  部会員１０名（総勢２１０名） 

 

６月１６日（土）に吾妻支部主催の平成３０年度交通事故・労働

災害防止総決起大会が開催され、青年部会では今年度募集した働

くトラック絵画コンクール応募作品を会場に展示しました。 

今回は参加者数２１０人と例年以上に多くの方に参加していた

だき、絵画展示を多くの方に見ていただけました。また吾妻支部

独自の審査を行い優秀作品に表彰を行いました。 

（吾妻支部幹事 安原新） 

 

新規加入部会員紹介 

 

山田健さん 

（前橋支部・㈱大伸） 

この度、新たに青年部会に入会 

しました。皆様と有意義な活 

動ができるよう頑張っていきま 

す。 

よろしくお願いいたします。 

若旅和彦さん 

（大泉支部・若旅運送㈱） 

この度青年部会に入会させていた 

だきました、若旅運送株式会社の 

若旅和彦です。 

皆様との交流で様々なことを学 

びながら頑張っていきますのでよ 

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新規加入部会員募集  

青年部会に興味のある方は、事務局又は青年部会幹事までお気軽にご連絡下さい。 

みなさまのご参加をお待ちしています。 

★問合せ先★ 青年部会事務局（永井・内藤）℡027‐261‐0244 

◆平成３０年度第１回献血推進活動にご協力ください！！ 

☞ 開催期間  平成３０年８月１日（水）～９月３０日（日） 

☞ 開催場所  前橋献血ルーム・高崎駅献血ルーム Harmony・ 

太田献血ルーム・出張献血会場 

 

◆第４４回ホリデーインまえばし・第２３回働くトラック絵画コンクールに 

ご参加ください！！ 

☞ 開 催 日  平成３０年８月１９日（日）【準備日：平成３０年８月１８日（土）】 

☞ 開催場所  前橋市敷島公園 



 

❖ 平成３０年度上半期活動スケジュール ❖ 

 ７月１４日(土) 研修委員会ブロック懇談会 北毛地区研修センター・他 

 ７月１４日(土) 広報委員会ブロック懇談会 美喜仁館高崎支店 

 ７月１８日(水) 総務委員会ブロック懇談会 太田ナウリゾートホテル 

 ８月 １日(水) 

 ～９月３０日(日) 
第１回献血推進月間 県内各献血ルーム等 

 ８月１９日(日) 
第４４回ホリデーインまえばし・ 

第２３回働くトラック絵画コンクール展示会・表彰式 
前橋市敷島公園 

 ９月 ８日(土) 茨城・栃木・群馬北関東３県トラック協会青年部会交流事業 鬼怒川観光ホテル 

 

お薦めの一冊 

昨年話題になった「ＡＩによって１０年後なくなる仕事」という言葉が、記憶

に残っている方も多いと思います。今回私がお薦めするのは、その言葉を世界に

発信したＧｏｏｇｌｅ社のＡＩ開発のリーダーであるレイ氏による、コンピュー

ターの進化のお話です。 

人間の脳による認識と思考能力を、コンピューターの情報処理速度が超える時

代が２０４５年にやってくる。その時、人は意思を持ち、コンピューターと融合

することで知能を劇的に拡張することが出来るというＳＦみたいな話も出ます

が、今後のＩＴやＩｏＴ、ＡＩという情報技術に対して、経営者としてどのよう

に向き合うべきかを考えるのに参考になる一冊です。（安中支部幹事 新井規之） 

 

 

 

 

 群ト協青年部会ウェブページ 

http://www.gta.or.jp/seinen/index.html 

 危険箇所・休憩場所情報マップ「トラマップ群馬」ページ 

https://www.google.com/maps/d/viewer?mid=z9exCvrdMjQE.klaF5vyT67uU 

 

◆ レイ・カーツワイル（Ray Kurzweil） 、 本名 ： レイモンド・カーツワイル（Raymond Kurzweil） 

１９４８年２月１２日生）はアメリカ合衆国の発明家、実業家、未来学者。 

人工知能研究の世界的権威であり、特に技術的特異点（technological singularity）に関する著述で知られる。 

発明家としては、オムニ・フォント式ＯＣＲソフト、フラットベッド・スキャナー、"Kurzweil"ブランドのシンセサイザー 

「Ｋ２５０」、文章音声読み上げマシーン（カーツワイル朗読機）などを開発している。 

http://www.gta.or.jp/seinen/index.html
https://www.google.com/maps/d/viewer?mid=z9exCvrdMjQE.klaF5vyT67uU
https://ja.wikipedia.org/wiki/1948%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/2%E6%9C%8812%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BA%E6%98%8E%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%9F%E6%A5%AD%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E5%AD%A6%E8%80%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E5%B7%A5%E7%9F%A5%E8%83%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8A%80%E8%A1%93%E7%9A%84%E7%89%B9%E7%95%B0%E7%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%AD%E3%83%A3%E3%83%8A%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%BB%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%82%B6%E3%83%BC

